
JOURNAL OF ATHEROSCLEROSIS 
AND THROMBOSIS
オープンアクセス化に対応した
日本動脈硬化学会の取り組み



【理事長】山下 静也（2016年7月14日～）
りんくう総合医療センター 病院長
大阪大学大学院医学系研究科総合地域医療学寄附講座・循環器内科学 特任教授

【設立】1974年5月11日

【沿革】1972年：動脈硬化の成因、予防、治療を研究する目的で
約100名の研究者が集まり研究会を設立
年数回の研究会を開催

1974年： 学会として発足

【会員数】2430人（2018年10月）



【目的】 動脈硬化について、基礎、臨床の分野からのみならず、栄養、統計、
農学等あらゆる分野の人々が集まり、動脈硬化の成因を探るととも

に、 その予防、治療をどうやって進めていくかを研究する。

【集会】 総会・年次学術集会（年1回）
動脈硬化教育フォーラム（年1回）

【定期刊行物】
英文誌：JOURNAL OF ATHEROSCLEROSIS AND THROMBOSIS（JAT）

（月刊誌，オンライン）
【顕彰事業】

大島賞
学会賞
五島雄一郎賞
若手研究者



日本動脈硬化学会 学会誌 「動脈硬化」(前身誌)

• 1973年～ 季刊誌
• 1990年～ 月刊誌
• 2002年 休刊
• 和文誌
• 紙媒体のみで発行

2011年
JSTのアーカイブ事業により全掲載論文
をJ-Stageに搭載



日本動脈硬化学会 学会誌英文

Journal of Atherosclerosis and Thrombosis (JAT)
1994年 創刊、紙媒体のみ
2004年 J-Stage登載
2008年 Impact Factor 付与
2010年 紙媒体廃止, オンラインのみ
2013年 APSAVD(Asian-Pacific Society of 

Atherosclerosis and Vascular 
Disease)のofficial journalとなる

2016年 PMCにXMLで登載



Journal of Atherosclerosis and Thrombosis

J-Stage PMC



Journal of Atherosclerosis 
and Thrombosis (JAT)
Submission System

投稿サイト

http://jat-submit.highwire.org/



Journal of Atherosclerosis and Thrombosis (JAT)

Most Cited Articles, published in 2016
1. Nezu T, Hosomi N, Aoki S, et al. Carotid Intima-Media Thickness for Atherosclerosis

2. Emoto T, Yamashita T, Sasaki N, et al. Analysis of Gut Microbiota in Coronary Artery 
Disease Patients: a Possible Link between Gut Microbiota and Coronary Artery Disease

3. Nakagomi A, Kohashi K, Morisawa T, et al. Nutritional Status is Associated with 
Inflammation and Predicts a Poor Outcome in Patients with Chronic Heart Failure

4. Saiki A, Sato Y, Watanabe R, et al. The Role of a Novel Arterial Stiffness Parameter, 
Cardio-Ankle Vascular Index (CAVI), as a Surrogate Marker for Cardiovascular Diseases

5. Pang J, Lansberg PJ, Watts GF. International Developments in the Care of Familial 
Hypercholesterolemia: Where Now and Where to Next?



Journal of Atherosclerosis and Thrombosis (JAT)

Most Cited Articles, published in 2017
1. Karasawa T, Takahashi M. Role of NLRP3 Inflammasomes in Atherosclerosis

2. Wu JT, Wang SL, Chu YJ, et al. CHADS(2) and CHA(2)DS(2)-VASc Scores Predict the Risk 
of Ischemic Stroke Outcome in Patients with Interatrial Block without Atrial Fibrillation

3. Ohira H, Tsutsui W, Fujioka Y. Are Short Chain Fatty Acids in Gut Microbiota Defensive 
Players for Inflammation and Atherosclerosis?

4. Bellgard MI, Walker CE, Napier KR, et al. Design of the Familial Hypercholesterolaemia
Australasia Network Registry: Creating Opportunities for Greater International 
Collaboration

5. Masuda D, Yamashita S. Postprandial Hyperlipidemia and Remnant Lipoproteins



【委員長】浅田祐士郎（宮崎大学医学部病理学講座教授）
【副委員長】岡村智教（慶應義塾大学衛生学公衆衛生学教室教授)
【編集委員】25名（2018年10月現在）

【過去3年間の編集委員会】
2016年1月12日（火） 18：00-20：00
2016年6月 7日（火） 18：00-20：00
2017年1月10日（火） 18：00-20：00
2017年6月13日（火） 18：00-20：00
2018年1月 9日（火） 18：00-20：00
2018年6月 4日（月） 18：00-20：00



オープンアクセス
への移行
2016年4月

移行理由 1  
掲載論文の流通促進

既にオープンアクセスで標準化し
ている「クリエイティブ・コモン
ズ(CC)」で、許諾する範囲を明確
化し、利用に対する委縮効果を減
らして流通を促進する。

論文の被引用数についてOA論文
とそれ以外を比較すると、約2.5
～5.8倍の差があったとする報告
あり。（2004年）

被引用数を上げてIFアップを図る



オープンアクセス
への移行
2016年4月

移行理由 ２
事務作業の効率化

研究機関からの機関リポジトリ申請承認の
手続きが不要

JAT掲載英語論文の日本語訳を転載したいと
の申請に対する業務の効率化

転載物に表示される転載許可が学会の裏書のよう
にとられかねないが、日本語訳の内容まで担保で
きないため、原文英文との合本を条件に覚書を交
わして許可していた。これにより申請を取り下げ
るケースもあった。

CCライセンスでは出典からの裏書があるような
表現は禁止されており、掲載論文の翻訳許可申請
に対して学会はその内容を担保しなくてよいた
め、原文英文との合本という条件をなくして、利
用を促進するとともに、事務作業を効率化した。



オープンアクセ
スへの移行
2016年4月

移行に際しての
懸案事項

転載許諾料を請求できるか？

著作権は学会が保持したまま。転
載許諾料収入は従来通り。

ＣＣライセンスの「表示－非営利
－継承」を論文に表示して商用利
用の場合は転載許諾料を請求。



ＣＣライセンスの種類 （クリエイティブ・コモンズ・ジャパン HPより）
これらの条件を組み合わせてできるCCライセンスは、ぜんぶで6種類。
権利者は、自分の作品をどのように流通させたいかを考え、
必要に応じて適切な組み合わせのライセンスを選ぶことになります。



ＣＣライセンスの種類（クリエイティブ・コモンズ・ジャパン HPより）

原作者のクレジット（氏名、作品タイト
ルなど）を表示することを主な条件と
し、改変はもちろん、営利目的での二次
利用も許可される最も自由度の高いCCラ
イセンス。

原作者のクレジット（氏名、作品タイト
ルなど）を表示し、改変した場合には元
の作品と同じCCライセンス（このライセ
ンス）で公開することを主な条件に、営
利目的での二次利用も許可されるCCライ
センス。

原作者のクレジット（氏名、作品タイト
ルなど）を表示し、かつ元の作品を改変
しないことを主な条件に、営利目的での
利用（転載、コピー、共有）が行えるCC
ライセンス。

表示

表示－継承

表示－改変禁止

表示－非営利

表示－非営利－継承

表示－非営利－改変禁止

原作者のクレジット（氏名、作品タイトルな
ど）を表示し、かつ非営利目的であることを
主な条件に、改変したり再配布したりするこ
とができるCCライセンス。

原作者のクレジット（氏名、作品タイトルな
ど）を表示し、かつ非営利目的に限り、また
改変を行った際には元の作品と同じ組み合わ
せのCCライセンスで公開することを主な条
件に、改変したり再配布したりすることがで
きるCCライセンス。

原作者のクレジット（氏名、作品タイトルな
ど）を表示し、かつ非営利目的であり、そし
て元の作品を改変しないことを主な条件に、
作品を自由に再配布できるCCライセンス。



JOURNAL OF ATHEROSCLEROSIS AND THROMBOSIS
ＣＣライセンス 6種類のうち「表示—非営利—継承」のライセンスで公開。

表示：作品のクレジットを表示すること
非営利：営利目的での利用をしないこと
継承：元の作品と同じ組み合わせのCCライセンスで公開

（クリエイティブ・コモンズ・ジャパン HPより）



オープンアクセス
移行後

論文へのCCライセンスマーク
掲載
リポジトリへの対応迅速化
学会HPで告知
投稿規程に明記
Publication Charge値上げ
3万円→7万円（2018年4月）



APC （ARTICLE PROCESSING CHARGE）

投稿料：無料

掲載料：

・～2014年3月31日／30,000円

（国内の非会員のみ）

・2015年4月1日～2018年3月31日／30,000円

（会員・非会員、国内外問わず）

・2018年4月1日～／ 70,000円

（会員・非会員、国内外問わず）



論文投稿数推移 2012～2017
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上：投稿からACCEPTまでの平均日数 推移 2012～2017
下：投稿からFIRST DECISIONまでの平均日数 推移 2012～2017
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ACCEPT率 推移 2012～2017
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JOURNAL OF 
ATHEROSCLEROSIS AND 
THROMBOSIS 
IMPACT FACTOR 推
移2.733 
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ご清聴ありがとうございました

Rank 24/65 in Peripheral vascular disease           
23: Am J Hypertens: 3.046
24: J Atheroscler Thromb
25: Angology: 3.022


